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日本共産党・三田村あみこさんの活動、政策・主張などをお知らせします。

◇盛岡市議
髙橋和夫
事務所
   好摩夏間木 3-33
            ☎669-3811

◇盛岡市議
鈴木つとむ
事務所
   南仙北 2-5-8
            ☎636-2571

◇盛岡市議
かんべ伸也
事務所
   みたけ 3-13-28
            ☎645-7136

◇盛岡市議団長
庄子春治
事務所
   三本柳 23-9-6
            ☎614-0140
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●県議 6期●党県副委員長
●復興県民会議常任世話人

●県議選

私たちもあみこさんと一緒にがんばります住みよい

盛岡へ

●市議選

盛岡市議 鈴木礼子
バトン
 タッチ

私に倍するご支援を !

　市議として 9期 36 年間、みなさんに大変お世話に
なりました。私は今期で引退させていただき、36 歳と
若い三田村あみこさんにあとを託します。あみこさんは
党市議団事務局長として私たちと一緒に仕事をしてきた
仲間であり、市政ですぐ働ける人です。私も、あみこ

さんと二人三脚でこれからも地域のために頑張ります。
　あなたのご支援を、若い世代から市政にチャレンジ
するあみこさんに、ぜひお願いします。

ち
ゃ
ん

熊谷 千優
北松園在住

髙橋 奈々子
こどもたちの平和な未来を守る
パパとママの会@いわて代表

QR
コード

●1983 年　埼玉県生まれ
●1988 年　滝沢村〈現滝沢市〉へ転居
●2006 年　盛岡市職員労働組合書記として働く
●2011 年　岩手県立杜陵高校〈通信制〉卒業。介護職員と
　　　　　  して働く
●2015 年　9条改憲の動きを知り、憲法を守りたいと日本
　　　　　 共産党に入党。脱原発、核兵器廃絶、青年の働
　　　　　 き方改善を求める運動、などに参加
●2018 年　日本共産党盛岡市議団事務局長
●北松園で夫、長男・4歳と 3人暮らし

事務所　盛岡市東松園 2-1-1    ☎019-662-3993

あなたと手をつなぎ

みんなで声あげて

この街もっとステキに

Challenge!!

三田村あみこの活動を
LINE でお知らせします。

あなたの声で

社会を変えたい !

　市政に挑戦する決意を聞いたと
き、私にできる事はなんでもしよ
う!力になりたいと強く思いました。
弱きものに寄り添い、小さきもの
の力になろうと奔走する彼女を応
援します ! あみちゃん一緒に頑張
ろう ! 皆様、どうぞよろしくお願
いいたします。

　私は、あみこさんと同じ保育園
に子どもを預けて働く母親です。
「子育てにやさしい盛岡」といいま
すが、インフルエンザワクチンひ
とつとっても負担が重くて受けよ
うかどうか迷ってしまいます。
　安心して子育てができるように、
あみこさんには市政で頑張ってほ
しいと思います。



三田村あみこ ・市政チャレンジの決意

子どもからお年寄りまで 1 人 1 人が
もっと大切にされる社会にしたいから

力あわせて
実現したい
　　この願い
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●中学生まで医療費を完全無料に
●安心・安全の学校給食実現と無償化
●若者への家賃補助制度創設を

●国保税引き下げ。18歳以下の均等割は免除に
●ごみ処理の広域化ノー !  健康・環境にやさしいごみ減量の推進
●お金の心配なく学べる給付制奨学金を
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追
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。
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滞
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迷
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心
に
「
い
つ
で
も
帰
っ
て
お
い
で
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と
い

う
母
の
言
葉
が
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み
ま
し
た
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だ
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三田村あみこ ・ 市政チャレンジの決意

子どもからお年寄りまで 1 人 1 人が
もっと大切にされる社会にしたいから
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岡
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。
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入
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初
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。
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・
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と
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。
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。
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。
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。
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懸
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憲
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史
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仲
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。
そ
の
た
め
に
黙
々
と
、

し
か
も
無
償
で
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
。

身
近
で
見
る
よ
う
に
な
っ
た
共
産
党
の
方
々
、

議
員
の
人
た
ち
の
姿
は
カ
ッ
コ
イ
イ
!
無

私
無
欲
で
人
々
の
た
め
に
、
な
ん
て
、

私
も
そ
ん
な
ふ
う
に
生
き
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。
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し
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の
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世
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な
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れ
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と
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「
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史
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喜
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を
胸
に
、
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歳
・
一
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の
マ
マ
、

全
力
で
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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